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分散型エネルギーの活用で電力の安定化

株式会社 イーステージ
石丸 貴樹



足下の環境変化： 卒FI T太陽光の出現

（ 出典） 費用負担調整機関への交付金申請情報、
設備認定公表データをもとに作成。一部推定値を含む

FI T買取期間終了後の選択肢
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住宅用太陽光は2019年11月以降順次FI T買取期間の終了を迎える案件が発生。

こうした環境変化は、自家消費型のライフスタイルへの転換を図る契機となる。

小売電気事業者やアグリゲーターにとっては、投資回収が済んだ住宅用太陽光発電設
備の余剰電力を活用するビジネスチャンスとなる。

2EV化に向けての背景

※エネ庁より抜粋

◽



3太陽光発電システムのCO2削減効果

化石燃料を使用する火力発電に
よるCO2排出量は、1kWhあたり
約690g。これに対し、太陽光発
電によるCO2排出量は、1kWh

あたり17～48gと言われていま

す。太陽光発電で発電した分、火
力発電による発電を減らしたとす
ると、1kWhあたり約650gのCO2

を減らすことができます。（※1）
1kWの太陽光発電システムの年
間発電量は約1,000kWhと言わ
れています。3kWの太陽光発電
なら年間発電量は3000kWh前後
ですので、650g×3000kWh＝
年間1,950kg前後のCO2を削減
できます。これは1世帯平均CO2

排出量（図1）の約50％を占めま
す。また、杉の木約140本分の年
間CO2吸収量に相当します。（杉
の木1本当たりの年間CO2吸収
量は平均14kg）

出典：温室効果ガスインベントリオフィス全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）

図1:家庭からの二酸化炭素排出量

この部分が商用電源に繋
がることになると、電力の不
足に繋がる恐れが・・・・
これ、結構ヤバいやつ・・・・



4内燃機関車のCO2排出量

自動車の燃費・CO2排出量の計算式

１. 燃費（㎞/L）＝走行距離（㎞）/給油量（L）

２. １㎞走行時のCO2排出量（ｋｇ-CO2/㎞）＝２.３２（ｋｇ-CO2/L)/燃費（㎞/L)

※二酸化炭素排出係数はガソリン２.３２、軽油２.５８(kg-CO2/L)

EX:15㎞/Lの自動車を使用してる場合の排出量（ガソリン車の場合）
２.３２（ｋｇ-CO2/L)÷１５（㎞/L)=0.155(ｋｇ-CO2/㎞）

年間に１万㎞走行すると・・・
０.１５５( kg-CO2/㎞）×１０，０００㎞＝１，５５０（kg-CO2/㎞）の排出量



5厳しく険しい日本の電力事情

単純に考えれば電力供給不足を解消するには 「電力消費を
1日単位でも平均化する（電力消費が少ない時間帯に余分

に発電しておき、ピーク時の電力不足をまかなう）ことができ
れば、現状でも電力供給能力は不足しない」

電力不足を解消するには・・・

発電量を一定レベルに平滑化することは実
質不可能であり、解決策としては電力の貯
蔵であるが、日本の電力供給網においてこ
の機能は持たされていない。



6V2H （Vehicle to Home)

電気自動車(EV)・プラグインハイブリッド自動車(PHV・PHEV)への充電、並びにEV・
PHV・PHEVから施設へ放電(給電)ができる装置です。放電(給電)機能は災害等による停
電時のレジリエンス※を向上します。                                             ※レジリエンス：回復力、復元力



一般社団法人日本自動車販売連合協会連合会



【法人向け】（１）補助金情報



経済産業省







12CEV補助金（クリーンエネルギーヴィークル導入促進補助金） 経済産業省

❷「クリーンエネルギー自動車の普及促進に向けた充電・
充てんインフラ等導入促進補助金」

❶「クリーンエネルギー自動車や関連する設備の導入促
進を目的として、導入費用に対して一定額の補助金を交
付する制度」

V2Hに関する補助金は❷に該当する。

補助金の目的

『災害時に、電気自動車や燃料電池自動車の外部給電機能の活用を促進
することによるレジリエンス※の向上を図ること』を目的として、「V2H充放電
設備」の購入者(個人・地方公共団体・法人・その他団体等(リース会社含
む))に補助金が交付されます。

一般社団法人次世代自動車振興センター
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【V2H充放電設備／外部給電器導入補助】
①補助対象 

・V2H充放電設備の購入費及び工事費の一部 

・外部給電器の購入費の一部 

 

②補助対象者 

対象設備を設置する個人、法人、地方公共団体等 

 

③申請受付開始時期 

３月下旬頃を予定 

 

④補助上限額 

・V2H充放電設備 

設備費：上限75万円（補助率1/2） 
工事費：上限95万円（法人）（補助率1/1） 

40万円（個人）（補助率1/1） 
 

・外部給電器（EV・PHEV・FCVから電力を取り出す装置）
設備費：上限50万円（補助率1/3） 

２０２３年 CEV補助金（3月末に決定予定） ５０億円予定



14２０２３年 CEV補助金申請交付の流れ

�補助金交付申請（V2H発注前・工事開始前）

�交付申請受付・審査

�補助金交付決定通知書発送

�V2H充放電設備の発注および設備工事開始

�V2H充放電設備の設置工事完了・支払完了 

�実績報告の提出 

�受付・審査・補助金額の確定 

�補助金額の確定通知書発行 

�補助金交付（振込み）

�V2H充放電設備(財産)の5年間の保有・運用



15DER概要

DER・・・分散型エネルギーリソース

分散型エネルギー源（DER）とは、発電所からの電力供給に集中させ

る代わりに、電気が使用される場所（住宅あるいは商業ビルなど）の近
くで発電し、供給する小規模発電源です。 これは、消費者に低コスト、

サービスの信頼性、エネルギー効率の向上およびエネルギー自給の
可能性を提供するものです。

DERへの参画を促すために政府から
の

補助金事業があります。

「Distributed Energy Resources」

経済産業省資源エネルギー庁

一般社団法人 環境共創イニシアチブ（SII）



16DER補助金概要

DER補助金は当初34億円の予算を組んでいましたが、国際情勢
などから予算額が大幅に削減されて3億円になってしまいました。



17DER補助金概要



18DER補助金概要
◆補助金の採択後DER(VPP)構築実証事業期間の条件

DER(VPP)構築実証事業に参加すると、蓄電池の動向ををアグ
リゲーターが遠隔で以下のように充放電操作します。

・電力需要が多い時間帯に、蓄電池を放電 ・電力需要が少な
い時間帯に、蓄電池を充電

実証事業の期間は、EMSを24時間インターネットに接続すること
が必須で、期間中の「蓄電池の設定変更は禁止」されております。

実質的なデメリットとしては、意図しないタイミングで蓄電池の充
放電が行われ、「経済的な損失が発生」する可能性があります。

ただし、実証期間は1年間に1週間程度で、実質的な損失額は

微々たるものです。損失に比べると補助金額の方が圧倒的に高
額なので、実証事業に参加する経済メリットは非常に大きいです。

蓄電池



19

V2H

DER補助金概要

◆補助金の採択後DER(VPP)構築実証事業期間の条件

V2Hの場合は、現時点では遠隔監視されるだけで、制御は
行われません。
蓄電池と違って、電気自動車(BEV車)は移動が本来の目的
で、V2Hと常時接続していないので、現時点では最適な操作
プランが策定できないのが現状です。
まずは、電気自動車(EV車)の使用状況を把握することを目
的としており、できる限り電気自動車(EV車)とV2Hを接続す
ることが推奨されています。



V２H補助金対象商品



V２H補助金対象商品



外部給電器補助金対象商品
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シャープからV2H対応パワコンが2022 4月に発売

シャープ

（２）メーカー各社比較





シャープのレディー型パワコンの特徴
現状、シャープのV2Hシステムは存在しませんが、今後発売する事が報告されております。

NFタイプのパワコンは太陽光発電・定置型蓄電池・PHV・EVのLIBを１台でコントロールする

事ができるトライブリットタイプに属します。

４kWタイプ、５.５kWタイプともに全負荷型になっており、停電中全ての負荷に電力供給
が可能となります。

重塩害仕様がデフォルトのため沿岸に近い場所でも設置が可能になります。
※蓄電池本体は塩害仕様ではないため屋内設置。

入力運転電圧範囲 DC３０V〜 DC４５０V

入力回路数（太陽光） ３回路

入力回路数（太陽光以外） 蓄電池 １回路 / EV  １回路

質量 ４kW・・２１kg ５.５kW・・・２２kg

運転音 ４kW・・２７dB ５.５kW・・４６dB

変換効率 ４kWタイプ・・・９６％ ５.５kWタイプ・・・９６.５％

機器保証 ・・・ 無償10年/有償15年



オムロン

V2Xシステム「KPEP-A」シリーズ 2023 年 5 月発売



オムロン
国内最小最軽量クラスの機器設計で、高い設置自由度を実現したV2X システム 

V2X・・・Vehicle to X 電気自動車と何か(X)との接続や相互連携を総称する
技術。 電気自動車を蓄電池として扱い、家や建物などに給電する仕組み。



オムロン

システム構成図



オムロン

商品特徴

V２X機器が国内最小最軽量のため作業者１人での搬入・施工が可能とされる。

�  パワコン ・・・ 本体 ２１.５kg

�  EVユニット ・・・ 本体 ２７.０kg

※壁掛け方式/自立スタンド方式(別途オプションの自立スタンドが必要)

既存システムとの親和性が高いため他社既設機器の太陽光発電や蓄電池への導入が可能。
                                 ※一部設置不可能となる事があるため、事前にメーカーへの問合せが必要。

クラウド連携による遠隔管理 

クラウドで連携した専用アプリケーションを利用することで、出先でもスマートフォンで発電量・

充電量の状況を確認することができ、動作モードの変更や充放電操作も可能。 

※別途V２X用ゲートウェイを購入し専用APPを使用。

機器保証 ・・・ パワコン、EVユニット共に10年保証



ニチコンV2H



ニチコンV2H

ニチコン「EVパワー・ステーション」は世界で初めてV2Hシステムを開発したメーカー

国内自動車メーカをはじめ、メスセデスベンツなど海外のメーカーにも推奨もされている。

市場投入されて11年が経過しており、ラインアップも豊富で選択肢が多いのも魅力です。

V2H市場の約９０％を占める独占状態。

系統連系

系統連系により電気自動車から給電中でも、
電力会社と太陽光発電からの電力も使用する
ことができる。電気自動車に蓄えた電力を利
用しながら、いつもの快適な暮らしが送れます。

系統非連系

電気自動車から給電中は、電力会社からの
電力は使用できず、太陽光発電でつくった電
力は全て電力会社へ売電されます。





停電時の給電方法①

スタンダードモデルとプレミアムモデルの停電時操作

① 自立運転用の切替スイッチを切替  ② 付属の12v電源ケーブルを車
内のシガーソケットに接続  ③ 電源ケーブルをV2H機器に接続し、V2H機
器の電源を復旧  ④ V2H機器の「放電ボタン」で電力供給開始

停電時が夜や大雪・大雨などの環境下で発生した場合の給電作業
が手間で家族全員で理解することに懸念がある。



停電時の給電方法②

プレミアムPlusモデルの停電時操作

プレミアムPlusは、停電時にワンタッチ操作でEV車からご自宅に電力供給できる。

プレミアムPlusは、UPS（無停電電源装置）が実装されており、停電後約2時間は
V2Hの電源を確保が可能。

停電後2時間内であれば、V2H本体機器の「放電ボタン」をワンプッシュするだけで、電気
自動車(EV車)のバッテリーの充電電力を自宅に供給できるので利便性が高い。

停電から2時間以上経つとUPSの電池が切れ、従来のプレミアムモデルと同様に電源
ケーブルの配線が必要となります。



モニター



単機能V2HとトライブリッドV2H

変換ロスが多い！
(◞‸◟)

変換ロスが少ない
(^o^)



39V2H（トライブリッドタイプ）



ニチコントライブリッド

トライブリッドシステムシステムとは１つのパワコンで「太陽光発電」・
「定置型蓄電池」・「EV/PHV」をマネージメントするシステムです。
その為、DC/ACの変換ロスを最小限に抑えることができます。



ニチコントライブリッドの動作

❶
❷

ニチコンは基本的にEV/PHVへの充電を優先的
にしている。

❶太陽光発電の余剰電力をEV/PHVに充電

❷EV/PHVが指定された容量に達してから余剰電力

を蓄電池へ充電



ニチコントライブリッドの動作

❶
❷

ニチコンは基本的にEV/PHVへの充電を優先的
にしており放電時事おいても・・・

❶蓄電池に蓄えられた電力を放電

❷蓄電池の電力を使い切ってからEV/PHVから

宅内へ放電開始する。

注）
通常時は蓄電池からEV/PHVへの充電
ができるが、EV/PHVから蓄電池への充
電はできない。
尚、停電時には双方向で充電が可能。

停電時



ニチコントライブリッドの動作

系統電力

最大９.９kWh充電
最大５.９kWh供給

最大４.０kWh供給

ニチコンは「ハイスピード拡張充電」という業界初の９.９kWhでの高出力３倍速充電
が可能分散充電ができる為、契約電力容量６０Aのままでも使用可能です。

❶

❷

❸

❶ 太陽光発電を優先的にEV充電し、❷ 蓄電池から不足分を充電、❸ それでも不足して
いる場合は系統から購入。 



ニチコントライブリッド

太陽光で発電した電力の余剰分を蓄電池と電気自動車に充電し
自宅で使います。電力会社から電気をなるべく買わず、家産家消
を目指します。
※もっと最適に自家消費したい方はAI自動制御サービスをおすすめします。



ニチコントライブリッド

日中に電気自動車が自宅にある時は太陽光で発電した電力をすべ
て電気自動車に充電。

日中に電気自動車が自宅になければ蓄電池に充電し、電気自動車
がつながったら自動でエレムーブ充電します。



ニチコントライブリッド

太陽光で発電した電力の余剰分をすべて売電する、売電を重視し
た設定です。太陽光売電効果の高い「押し上げ効果なし」に対応。



ニチコントライブリッド

設備を分離できる為、設置自由度が高い。

ガレージなど車の駐車場所に、V2Hスタンドを設置するた
めの十分なスペースが確保できない場合は、V2Hポッドを
車の駐車場所に設置し、V2Hスタンドは別の場所に設置で
きます。





サポート

会員登録費、年会費全て無料





パナソニック

V2Hシステム「エネプラット」



パナソニック

パナソニックは業界初となるEVとLIBの同時充放電が可能となるシステムです。

これまでは蓄電池への充電と電気自動車への充電は別々に行われていたので、蓄電池の

充電能力以上の電力は売電されていました。

また、放電も同様で蓄電池の放電能力以上の消費電力は電力会社から買電する必要があ

りました。パナソニックは蓄電池の充放電能力以上の電力をシームレスに電気自動車へと

移行することで、より利便性がUPしてます。



パナソニック



パナソニック

上記以外にも組み合わせることができ、
生活環境によって多彩な蓄電池の組み合わせが可能。



パナソニック



パナソニック



ニチコンとパナソニックのパワコン比較

ニチコンニチコン

変換効率（系統連系時）変換効率（系統連系時）

太陽光（放電時） 95%（定格出力時）太陽光（放電時） 95%（定格出力時）

蓄電池（放電時） 94%（定格出力時）蓄電池（放電時） 94%（定格出力時）

EV（放電時） 91%（定格出力時）EV（放電時） 91%（定格出力時）

パナソニックパナソニック

変換効率（系統連系時）変換効率（系統連系時）

太陽光（放電時） ９６.５%（定格出力時）太陽光（放電時） ９６.５%（定格出力時）

蓄電池（放電時） ９６.５%（定格出力時）蓄電池（放電時） ９６.５%（定格出力時）

EV（放電時） ９６.５%（定格出力時）EV（放電時） ９６.５%（定格出力時）


